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第17章 ビジネスと環境

用語・意味：

· 企業イメージのグリーン化とは具体的にどのようなことが行われているのですか？（梅原）

· 環境問題で利潤追求とかどうなんだろうか？（山崎）

· 2の環境政策と費用のところで、「過去の環境政策は、高い便益をもたらすが、将来の政策はより費用が高くつくかもしれない」とありますが、意味がよく分からなかったので教えて下さい。（松本）

· Box17.1で汚染削減部門において産業部門の所得が非常に強ければ多くの国で環境規制導入され国の経済に刺激がでてくるとありますが、やはり経済成長へのリスクを考えた場合環境支出は少なくなってしまうのでしょうか？（宮腰）
経済主体の行動：

· 産業界は環境保全を利益になるかどうかでとらえているがこんな考え方で環境はよくなると思いますか？（入江）
· 企業が利己的な関心を追求することによって環境を改善するだけでなく、環境に対する関心（責任）も持たせるためには、どのようにしたら良いのですか？（大八木）

· 政府は、時に環境に無関心であり、自分たちの行動が環境にどのような影響を与えるのか気づいていません。これでよいのでしょうか？政府は、自由市場が行うよりも経済や環境を管理するのが下手である。これでよいのでしょうか？（清水）
· グリーン消費者は、例えば、袋を持参して、スーパーのナイロン袋をもらわないとかありますが、そのほかに様々な事に気をつけていると思います。自分がグリーン消費者と仮定して、どういう行動をしますか？（植村）

⇒「エンド・オブ・パイプ技術」から「汚染源削減」方法への移行はいい試みだと思います。例えばペットボトルの事を問題にすると、確かに便利ではあるけどプラスチックである事が大いに悪影響を与えていると思われるからです。事前に品質が何であるか、又どのように処理するのかが理解できていたら環境への影響を最小限に抑える事ができると思います。（田手）

環境問題の現状と取組：

· P250で、二酸化炭素の排出量を1990年レベルまで抑えるとありまが、環境対策への関心が高まる中、1990年水準より未だに排出量が増えていることに驚きました。10年前と比べて特に何が増加しているのでしょうか。（川又）

· 環境面での法令遵守のところで、国レベル、ヨーロッパ・レベル、地球レベルでの、将来の環境政策の発展…とありますが、それぞれのレベルで具体的な政策はどんなものがあると思いますか?また、日本での差し迫った環境問題とはどのようなものがあげられますか?（木村）

· 年率2％の割合で熱帯雨林が消滅していながら、この率を下げることを目的とした国際的な合意がないのには、どのような理由が考えられますか？（奥村）

· P246にあるように日本についても中国による、目覚しい産業の発達により何かしらの影響があると思うのですが、こういった問題に対する解決策はないのですか？（尾崎）

意見・感想：

· 今の時代、自分の利益だけを考えているだけでは利益をあげられないと思うので、もっと企業は環境を配慮しなければならない。（小山）

· ビジネス面においては自己の利益を優先するため、環境に対しての感心があまり感じませんでした。各企業はもっと感心をもつべきだと思いました。この章で挙げられた環境問題はとても身近な問題だと思います。（伊崎三由紀）

· 自由市場において生産者が利益ばかり重視して同時に環境に対する負担を大きくすると、いずれは資源がなくなって生産者が困らなければならないような状況が発生するのではないかと思った。（田中）

· 産業部門の人たちにとって環境政策はマイナスの影響しかないと思っていることがよく分かりました。そして、それに対してほとんどマイナス面はないということを説明する必要があることが分かった。（大埜）

· 環境政策を行うことで新たな市場を構築することができる。今の日本のように失業率が上昇している中で環境政策を行うことが雇用対策にもつながっていくなぁ～と思った。（植田）

· Box17.2より、1985年以降の伸び悩みの要因として、原油価格の下落以外に、技術力の向上のピークが見え隠れしているように感じました。（伊崎慶介）
第18章 廃棄物を処理する

　
· 用語・意味：

· P269で「返却率が低くない限りデポジット制度が大きな収入を生むことは無い。」としていますが、これはどういうことですか？（大八木）

· Box18.1の表１でアルミニウムのデータが無い国がありますが、これはどうしてですか？（田手）
政策手段：

· 環境政策に非効率な直接規制アプローチを、伝統的に用いられてきた主な理由は何ですか？（奥村）
· 廃棄物等の埋め立て場をこれ以上増やすには多くの問題があります。廃棄物利用をうまく市場に生かせる方法で、何か良い方法はありますか？（松本）
· リサイクルを活発化するにおいて、リサイクルされた二次的な商品や原材料への認識や知識の問題は大丈夫なんでしょうか？（三浦）
日本の現状：

· 現在の日本の廃棄物の処理はどのような状況なのか？（伊崎三由紀）
· 日本は廃棄物管理にどのような経済的手段をとっているのですか？（梅原）
· それぞれの国によって廃棄物処理における経済的手段はいろいろありますが、果たしてどの政策が良いのでしょうか？そして、日本に最適な政策はどれなんでしょうか？（清水）
· 今の家電リサイクル法は廃棄する際にお金がかかる分消費が落ち不法投棄が増えるというマイナス面ばかりがありますが、今後改正するとして、どのようにしていくのがいいと思いますか？（大埜）
⇒日本で最近家電リサイクル法が施行され、回収するときにお金を取るという形は、不法投棄が増えて逆に環境に悪い影響を与え、この章にあるデポジット制度を利用すべきなのではなかったのでしょうか？（尾崎）

⇒日本もデポジット制度どんどん進めて行くべきだと思います。（山崎）
その他：

· リサイクル量の比較で、ヨーロッパ諸国が高いリサイクル率であるのに対し、アメリカのリサイクル率は低い。アメリカは、許可証取引制度で新聞用紙や使用済み油、廃タイヤのリサイクルを検討中で、これが適用されると、どのくらいリサイクル率は上昇すると思いますか?  （木村）
· 環境対策の一端として、トヨタのエコ車のような環境にやさしいとされる製品が今後大量に生産されれば、廃棄物処理問題を中心に環境問題は少しでも改善するのだろうか？（田中）

· リサイクル量の比較表を見て、日本はドイツ、オーストリア、ベルギー、アイスランドなどに比べて、まだまだリサイクル率が低い。資源を輸入にしか頼っていない日本がこんなんではダメだと思った。考えて見ると、ゴミ出しかたも各自治体によってバラバラです。僕の地元はナイロン、アルミ缶、牛乳パックやトレイをわけて出してた？と思う。皆さんの地元はどうでしょうか？一度考えてみましょう。（植村）
· P266のL．28包装容器の払戻金の水準が純再利用価値よりも大きいとは具体的にどのような時か？この章では主に一般廃棄物を中心に話を進めているが、産業廃棄物になると環境政策が変わってくるのか？もしくは同じなのか？（梅田）
感想・意見：

· 廃棄物を無くす努力をもっと進めていかなければならないと思う。（小山）
· Box18.2からみて、日本は昔から直接規制が主流で、経済的インセンティブが未だ未
発達であるので、経済大国といわれる責任においてもヨーロッパの経済的手段を見習
い、実行すべきだと思いました。（川又）
· 経済的手段にも問題はあるので組み合わせて使うのが一番いいと思った。（入江）
· 今後、経済的手段が世界各国で促進されることは、重要かつ好ましいことでしょう。しかし、私たち消費者はそれに対して怠慢な態度をとらず、身近なところでの意識改革を忘れてはならないと思います。（伊崎慶介）
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